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原子力発電所のシビアアクシデント（SA）時において、格納容器ベントは SA 対策の一つとして位置付け

られている。格納容器ベント実施判断においては、発電所のみならず官邸、規制庁、地方自治体など複数の

組織が協議を行う手順となっているが、その組織間の相互作用に着目し、STAMP（System Theoretic Accident 

Model and Processes）[1]を用いてリスク分析を試検討した。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所の事故後、多くの設備が原子力発電所に導入されたが、これにより運用の複雑さは

増している。従来の安全性評価手法では、「事故はシステム構成要素の故障に起因する」との仮定のもと、個々

の要素の信頼性に着目しており、設備導入はリスク低減の結果となる。一方、STAMP では、「事故は構成要

素間の相互作用から創発的に発生する」という概念に着目している。この STAMP のうち、ハザード分析手法

である STPA（System-Theoretic Process Analysis）手法[1]を用いて、格納容器ベント実施判断におけるシステ

ムリスク分析を試検討した。 

2. 格納容器ベント実施判断におけるシステムリスク分析 

2-1. コントロールストラクチャ（CS）のモデル化 

CS は安全制約に対して安全機能がどのように担保しているかを示すものであり、フォールトツリー手法と

は異なり、上位の概念からリスク上重要と考えられるストラクチャを詳細化していく。本分析では、発電所、

本社、官邸・原子力規制庁、オフサイトセンター、地方自治体、住民といった格納容器ベント実施判断関わ

る組織等を CS の対象とした。 

2-2. 非安全なコントロールアクション（UCA）の特定 

STPA 手法に従い、2-1 で作成した CS を確認しながら UCA を特定した。その中で発電所外との相互作用が

発生する以下について着目し、UCA を引き起こすハザード誘発要因を特定した。 

UCA-1: SA 時に格納容器内の温度・圧力が上昇している際に格納容器ベントを実施せず、格納容器が破損 

UCA-4: 格納容器ベント実施が遅すぎて、格納容器が破損 

UCA-5: 避難未完了かつ事前通告なしで格納容器ベントを実施 

3. 結論 

STAMP/STPA に従い、確率論的リスク評価（PRA）では特定が困難な組織間のハザード誘発要因をいくつ

か特定することができた（予稿では字数の関係上省略）。STPA はガイドに従った定性的な分析手法であり、

専門的知識、複雑な想定が必要となる PRA よりも現場主導の安全性向上に有益と考えられる。一方で、格納

容器ベント実施判断における時間的な切迫感が分析しにくい課題があることから、STPA よりさらに踏み込

み、時間ごとに状況が変化する中での判断の困難さを定量的に示すことができるよう検討を進める。 
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